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本書のタイトルの前に,「農村の生きものを大切にする」とい

う副題が付けられている。水田や農業水路などは人為的な環

境でありながら,多 くの淡水魚にとってかけがえのない生虐、

場所となってきた。その生物多様性が失われつつある現在,

稲作と様々な生物の保全をいかに両立させるかが大きな問題

となっている。編者を中心に12名 の執筆者が,水路と水田の

生態系のほか,環境修復技術や環境保全工法について最新の

興味深い成果を紹介している。水田―水路の環境問題は, 日

本魚類学会でも大きな関心を集めている。農業関係の学会と
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新知見紹介

伊勢湾における絶滅危惧種キセルハゼの採集記録

A record ofthe endangered goby9の
““

ogObJ″ s ψJliFaric″ s

froIII Ise lBay9 Mie Prefecture

キセルハゼ Qノ
“
κOrbJ"SリノJκ″Jθ

"s(Tomiyama, 1936)
は河口干潟や前浜干潟の軟泥底に生虐、するハゼ科ウキゴ

リ属魚類で,環境省版 レッドデータブックでは絶減危惧

IA類 に指定されている (鈴木,2003)。 本種はこれまで

瀬戸内海 (兵庫県,岡 山県,広島県,愛媛県,山 口県),

有明海 (福 岡県,佐賀県), 日本海 (福 岡県)か ら記録

されてお り (鈴 木ほか,2006;山 口県 ,2007:httpノ /

wwwpre■ yamaguchi。 lg.jp/press/200702/006187.html), 日

本固有種 と考えられている (StevensOn,2002)。 これま

で,伊勢湾では三重県宮川 (建設省河川局河川環境課 ,

1997)と 三重県雲出川 (建設省河川局河川環境課 ,

1998)か らの記録がある.しかし,採集個体の形態の記

載 と図がな く,標本の所在 も不明であ り, クボハゼ

Go sθЮbJε
"″

′
"sが

誤同定された可能性 も指摘されている

(鈴木ほか,2006;橋 本・内山,2006).

筆者らは2007年 3月 6日 に,伊勢湾に流入する三重県

の揖斐川河口においてキセルハゼ (図 1)を採集 した.分

布が問題視されてきた伊勢湾における標本に基づ く記録

として,ま た本種の分布東限として重要な知見であるの

で,採集場所の環境 と標本の形態的特徴を併せて報告

する.

採集場所は三重県桑名市揖斐川の河口干潟である .

干潮時にタモ網によってキララハゼ属の1種Иθθttηrb―

J夕s sp.[鈴 木ほか (2004)で スジハゼAと されているもの

と同一],エ ドハゼ G。

“
αθηttα′力θSと 共に2個 体が採集

された.採集場所の平均潮位時の水深は約 150 cm,底

の交流は日頃ないので,水田生態工学についても研究成果を

聞く機会はあまりないように思われる。そういう意味でも,

本書は魚類学会の会員に広く読まれる価値がある。実際には
,

水田や水路を昔のままの形態に保つことも重要であり,本書

で提案されている工法については異論もあるかもしれない。

それでも様々な意見を提案し,議論することによって,水田

生態工学は進展する.本書には, このほか興味深いイラスト

や写真が多く掲載されており,文章も読みやすい。一読を勧

める。 (片野 修 )

図 1.キセルハゼの
“
49rbJ"Sヮ ′J“″Jθ夕s(FRLK 070081,

標準体長 45.8mm).三重県伊勢湾 .

質は泥で,ア ナジャコ上科のものと思われる生虐、孔が多

数見られ,ア ナジャコUpOgebjα
“
げθrの脱皮殻がしばし

ば網に入った。採集時の塩分濃度は26。 3 pptで あった.

採集された 2イ固体は,九州大学大学院生物資源環境

科学府附属水産実験所 に登録 した (FRLK070081,
FRLK070082)。

FRLK070081で は,体長 45。 8mm,第 1背鰭棘数6,第

2背鰭棘数 1,第 2背鰭軟条数 12,臀鰭棘数 1,臀鰭軟

条数9,頭長/体長比 27.0%で あった。FRLK070082で

は,体長 39。5mm,第 1背鰭棘数6,第 2背鰭棘数 1,第

2背鰭軟条数 12,臀鰭棘数 1,臀鰭軟条数9,頭長/体
長比 27.8%で あつた.ま た2イ団体ともに,上顎後端は前

鰊蓋骨後縁付近に到達 し,上顎が下顎の前方に突出し,

前眼肩脚管はC′―F′ 間に限られ,開 口Dは単一で,体側

および尾鰭の上部 2/3に しか目立った斑紋がなく,順の

皮弁は後方につなが り,臀鰭は第2背鰭第3軟条より後

方で始まり,背鰭前方と項部に鱗をもっていた.こ れら

は鈴木ほか(2006)が近似種とキセルハゼを区別する上で

重要とした特徴である.

本種が瀬戸内海,有明海, 日本海だけでなく,伊勢

湾にも分布することが明らかになった。本記録は本種の

分布東限を大幅に更新するものであり,本種の分布域形

成過程を考察する上で重要な知見である.伊勢湾や伊勢

湾の一部である三河湾にも本種の生息が可能と考えられ

る干潟が多く存在 しており,今後これらの地域で本種の

新たな生虐、地が発見される可能性が高い。
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1997年 に施行 された環境影響評価法 により,公共工

事等 に伴 う環境アセスメン ト調査の実施やその結果の公

表は増加傾向にある.こ れらに伴 う分布の新記録は今後

さ場に増加すると予想 される。 しか し,ハゼ科魚類の種

同定は一般 に難 しく,ま た,分類学的に検討 を要する種

も多い.こ れらのことから,種名記録の信憑1生が後々問

題 になる事態が筆者 らの知る限 りで も「キセルハゼ」を

含めい くつか生 じている。このような事態 を防 ぐために

は,報告書等 において,同定者の氏名・所属 を明記す

ること,さ らに適切な研究機関に標本 として登録 し,そ
の番号および図を併せて掲載すること,以上を徹底する

必要がある.
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本邦で確認されている 1カ ラドジョウ"の学名について

Scientinc name fOr the loach“ Kara―Dojo"

distributed in Japan

カラドジヨウは外来性の ドジョウ類の一種に用いられ

ている和名であり,原 産地は中国,朝鮮半島,台湾島 ,

インドシナ半島とされている (国 立環境研究所,2004).

近年, 日本各地からカラドジヨウの生虐、が報告されてお

り, ドジョウMisgν rη夕sα
“
g"′′′Jεα

"力
′
"sを

はじめ,在来

淡水魚への影響が危惧されている.そのため,さ まざま

なデータベースやリス トに掲載されるようになった。 し

か し本和名に対応する学名は2つ あ り,動η
“
おg"“

"s
あわ7ακ

"s Sauvagc,1878が
用いられる場合と (国 立環境

研 究所 ,2004;環 境 省 ,2005な ど),yli蟷
"r“

″S“ブー

zθ′υJs Gunther,1888が 用いられる場合がある (日 本生態

学会,2004;国 土交通省,2007な ど).こ のことは,本

種を外来種と見なす本邦では,対策を講 じる際に混乱を

招 く重要な問題である.た とえば捕獲 された個体が

「′力b7α
“
夕sと ″

“
ルθ′υJsの どちらに該当するのか」

という混乱や,あ るいは「 リス トに掲載 されていない

方の種であれば危険性はない」といった誤解をもたらす

危険性がある.そのため,カ ラドジョウに対応する学名

の統一が強 く望まれる.

学名の原公表はP力bッα
“
夕sが Sauvage(1878),M“ J―

zθり おがGunther(1888)で あり, タイプ産地は両者とも

長 江 水 系 で あ る .Ⅵ面1'cva(2001)は ′
“
ルθ′υJsを

P力わνα
“"sの

新参シノニムとしたが,本種は形態変異

に富むことも述べている.一方,Ⅵ面1'cva(2001)の 見解

に従わない研究者やデータベースもあり (Kim and Park,

2002;FishBase,2007な ど),その後も十分な調査が行わ

れていないことから,い まだ分類学的に未解決な状態に

ある.しかし本邦においては上に述べた外来種問題があ

り,統一された学名を用いることが望まれる.こ のこと

から本報告では,分類学的に解決されるまでの便宜的処

置として,VaJl'eva(2001)に 従い, カラドジヨウに対応

する学名として,先に命名されたPあわりακ夕sを 用いる

ことを提案する.

なお , 日本 以外 で は,台 湾 を含 む中国で は P.

力わ7α4"sが (Chu,1984;Tzeng,1986;Cheng and Zheng,

1987;Ding,1994;Chen and Chang,2005な ど),朝鮮半

島では″
“
ルθ′υJsが用いられることが多いが (内 田 ,

1939; Chung,1977; Choi et al.,1990;Kin19 1997; Kinl and

Park,2002な ど),いずれの文献でもP力b7α
“"sと

M

“
Jzθ ′θ′Jsの 両種は併記 されていない.唯一 Nichols

(1943)は M″力′υJSと P力わりα
“
ッsを 併記 しているが ,

P グαわ7ακ
"sに

づ)い て は `:A dun― c。 1。red Chincse loach,

imperfectly known,related to И sg夕 rκ

"s。

"と の記述 と,簡

単な形態学的情報が記載されているのみである。なお ,

Jun Kaneto:同 ;鬼 倉徳雄  Nori―



2イイ 会員通信 。News&Comme∩ ts

大島 (1940)は 台湾産の個体について′
“
ルθ′ψJsと 同種

であるとし,さ らにM“″θ′υJsを ν′.sg"rη 夕sルθθ
“
θ″Ю―

S"S(Basilewsk光 1855)の新参シノニムであるとしている

が, Berg(1949)は Mルθθ
“
θJrЮs夕sがルこα

“
g"J′ JJθαタグα′夕s

(CantOr,1842),つ まリドジョウの新参シノニムであると

してお り,Va豆 'cva(2001)も Badbwsky(1855)の 記載に

おける形態学的特徴を再検討 した結果,Berg(1949)と

同様の見解を得ている.

カラドジョウが本邦で確認されるようになった詳細な

年代は不明であるが,Oliva and Hensel(1961)は 兵庫県 ,

香川県および九州から得られた ドジョウ類について,体
形 形 質 の特 徴 か ら,そ れぞれ にMα

“
g夕′′Jθα′力′νs

α″gι

`ノ

′Jθα
"あ

″sと ″
“
″θり おθ′θ′ν″sの 2種が含まれる

としている.近年,多 くの地域で報告されるようになっ

たカラドジヨウは,海外からの養殖種苗による移入とさ

れているが (国立環境研究所,2005), カラドジョウに

近い形態学的特徴を持つ個体は,上記のように1960年

代から本邦で確認されているようである。そのため,本

邦在来 ドジヨウ属魚類の中にカラドジョウに近い形態学

的特徴を持つものや系統学的に近い集団が存在する可能

性 も否定できない.さ らに,カ ラドジョウ以外にも極東

地域 には類似種が複数生虐、してお り(Chen and zheng,

1987), これらが外来魚として日本に侵入する可能性 も

ある.

カラドジヨウの形態的特徴については多 くの報告があ

る (内 田,1939;Cheng and Zheng,1987;Vasil'eva,2001;

Chen and Chang,2005な ど).カ ラドジョウの側線縦列鱗

数は 130枚 以下であ り,他の21isg″ r′夕s属魚類の 140枚

以上に対 し顕著に少ない.ま たカラドジヨウの尾柄高は

尾柄長とほぼ等 しいが,他のИ sg夕″′夕sで は尾柄長が長

いⅣaSil'eva,2001).ま た ドジョウと比べた場合,カ ラド

ジョウの回発は,最長のものは吻長より長いが, ドジヨ

ウの回ヒゲは吻長より短い.さ らに, ドジョウでは尾鰭

基底上部に黒斑があるのに対 し,カ ラドジョウにはない

といった点で判別で きるようである (Chen and chang,

2005)。 本邦で採集されたカラドジョウと疑われるものに

ついては,こ れらの情報をもとに形態学的特徴について

情報を集積するとともに,標本を博物館などの公的機関

に保存することが望ましい。

なお,本稿を進めるにあたり,千葉県立中央博物館分

館海の博物館の藍澤正宏上席研究員にご助言頂いた .

ここに深 く御ネL申 し■げる.
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マグロ属 3種 動″
““

″s θrJι滋 騰,2″〃
“
″S,=α rJa“虎″s

の標準和名

Standard Japanese names lor three rh“
“““

s species,

=θ
rlig“

"Jlis,=″
″

““
″sand z α″Jα

“
rlic“ s

太平洋産および大西洋産の“動
"“
κ
"s′

りη″
"S(Linnacus,

1758)"は ,岩井ほか (1965)に より「クロマグロ」として同

種とされてきた.しかし,Collette(1999)お よびC011ette

et al。 (2001)は,それら力湖U種 レベルにまで分化している

とした.こ れは,Gibbs and Collcttc(1967)が 示した魚思オ巴

数,腹腔の背壁の膨出度の差異,Albarado Bremer et J.

(1997)の ミトコンドリアDNA分析の結果に基づいたも

のである.こ れに伴い現在では,前者を動グ″
“"s 

θrブθ4-

″′JS(Temminck and Shlegel,1844),後 者 を π ′妙κ
“
グS

(Linnacus9 1758)と して扱 う場合が多い.アーカイバルタ

グを用いた回遊に関する研究においても,前者は東シナ

海・日本海を含む北太平洋での,後者は北大西洋・メ

キシヨ湾・地中海での分布を示 し,両者に交流があるこ

とはこれまでのところ確認されていない (e.g"Kitagawa ct

al.,2000,2004,2006,2007;Inagake et al。 ,2001;Itoh et al.

2003;Block et al。 ,2001,2005;Tco ct al。 2007).

その一方で,標準和名については,r θrJθ

“
″′Jsと r

′り44νsを いまだ明確に区別 しておらず,それぞれをクロ

マグロ,大西洋クロマグロとする (異物同名扱い)に と

どまっている (eogっ 水産庁・水産総合研究センター
,

2005).標準和名とは,分類学的単位に与えられる固有

かつ学術的な名称であり,名称の安定と普及を確保する

ためのものである (日 本魚類学会,2005).阿部 (1989)

は,亜種扱いではあったが,すでに後者をタイセイヨウ

クロマグロとして紹介 している.そ こで,“ 種の特徴を

表 している",“ むやみに名前を変えない",“混乱をまね

かない" というガイドライン (瀬育ヒ, 2002)に 従い, ク

ロマグロを7θ″Jθ刀′α′Jsの ,そ してタイセイヨウクロマグ

ロをr′妙
“
κ
"sの

標準和名として定着させ,こ の2種 を明

確に区別することをここに提案する.

なお,後者タイセイヨウクロマグロについて,最初に

この語が使われたのは阿部 (1977)以 前であると考えられ

るが,阿部 (1977)は それ以前の情報について何ら記載 し

ていない.その上,阿部 (1977)の 和名は単に学名リス ト

に対応させたものであるため,現在は不適切な和名の提

唱例として位置付けられていることを付記 しておく (瀬

能,2002;坂 本,2006).ま た,後者にはニシクロマグロ

が適用されたこともあったが (e.g"中村,1994a),「 ニシ」

という言葉の曖昧さもあり,定着には至っていない.こ

のように,現在用いられている大西洋クロマグロという語

も含め, これまで種と標準和名は一対一に対応 していな

かった.こ れは,坂本 (2006)が多くの外国産魚種におい

て指摘 しているように,すでに標準和名があるにもかかわ

らず十分な検討がなされず,その結果,新たな標準和名

が独立 して提唱されたことが一因であると考えられる.

大西洋に分布するrα腸肩Jθ夕sは,こ れまでタイセイヨ

ウマグロと呼ばれてきた (c.gっ 岩井ほか,1965;中 村 ,

1994b).し かし, 中村 (2002)が 指摘 しているように,

この名前は種としての特徴を明確に表 していないうえ,

タイセイヨウクロマグロと混同するおそれもある.以上

の理由と輸入される外国産魚類の標準和名のガイドライ

ン (坂本,2006)に 従い,中村 (2002)が提唱 しているク

ロヒレマグロをπα′′α4′ Jθ夕sの標準和名として定着させる

こともあわせてここに提案する.
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薩摩半島南部沿岸海域で捕獲 されたキビナゴの

雌雄同体個体

Record of hermaphrodite blue spratシ ″″JJaldcs gκεJJJs

frollll south coast of Satsuma Peninsula,Kagoshilna,

Japan

硬骨魚類では雌雄異体種における雌雄同体現象がサ

ケθκεθ′″κθ力
"Sル

′α,ベニザケθκθθ″″κθ乃
"S4α

tt κα肋
,

ニ シ ン (77θα′α′ルsブJ,ス ケ トウ ダ ラ ルθηgtt θ力α′―

6ogκ
““

α, マ ダラ Gαグν∫
“
αεκθリカαルS, トラフグルー

た′ιg"r"b″盗 などで報告 されている (疋 田,1958;疋
田 0橋本,1978;児玉,1997;鈴木,1997;和 田,1999).

著者らはニシンロニシン科キビナゴシ隠′θ肋ブルSy“ J′お

図 1。 雌雄同体のキビナゴの生殖腺.A,腹 面から見た

外部形態 ;B,組織学的観察による卵巣と精巣部分 .

の資源学的調査のために,2005年 4月 から2006年 8月 に

鹿児島県南さつま市周辺海域で漁獲された1960個 体の

標本を得た.ニ シンロでは雌雄同体現象は知られていな

いので (余吾,1987),キ ビナゴも一般的には雌雄異体

と思われるが,標本の中から両性生殖腺を有する雌雄同

体個体を 14固体発見 したので,追加事例 として報告す

る.

この標本は2006年 5月 30日 に採集 された標準体長

83.8 mmSLの個体であった.こ の個体の生殖腺は卵巣部

分と精巣部分が肉眼ではつきり区別できた (図 lA).両

者は対をなし,卵巣は精巣の背面に位置 し共に肛門付近

まで達 した.卵巣部分は長さ約40 mm, 精巣部分は約

15 mmだ つた.

組織学的に観察するために雌雄同体個体の生殖腺を

取 り出 し,デ イー トリッヒ固定液 (水 :エ タノール :

フォルマリン :酢酸 =30:15:15:1の 混合液)で 固定後 ,

70%ア ルコールで保存 した.その後,6μmのパラフイン

組織切片を作成 し,ヘマ トキシリン・エオシン染色を施

し,光学顕微鏡で観察 した.雌雄同体個体の生殖腺は

卵巣と精巣が明瞭に分かれている (図 lB)。 卵巣部分で

は周辺仁期から卵成熟期までの様々な発達段階の細胞

で占められ,精巣部分では精子の形成が認められた。

雌雄同体個体 と同時に採集 された雌雄異体の雌 9イ固

体,雄 9イ団体の大 きさはそれぞれ 91。 1± 5。 lmm SL(範

囲 :83.498。 7)及 び 86。 2± 4.5mmSL(80。 8-95。 9)で ,雌
雄同体個体の体長は平均サイズより若干小さい.ト ラフ

グでは両性生殖腺を持つ個体は正常個体に比べ成長が

劣っていると報告されている (鈴木,1997).キ ビナゴ

でも雌雄同体個体は成長がやや遅れることが示唆され

る.
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ブルーギルの生態と駆除

5年間かけて行われた水産庁の「健全な内水面生態系

復元等推進事業」のうち,ブルーギル食害等影響調査

が今年の3月 に終了し,その報告書 (中 央水産研究所 ,

2007)と ブルーギル駆除マニュアル (片野・全内漁連 ,

2007)が出版された.私は報告書のとりまとめと駆除マ

ニュアルの編集に関わったので,こ こに紹介したい。報

告書は1.ブルーギル個体群の特性と生態系への影響,2.

地域におけるブルーギルの生態と駆除技術,3.数理モデ

ルによる解析の3部 に分かれ,それぞれ6,13,2篇 の報告

がなされている.こ のほか事業成果のまとめ,駆除への

展望およびブルーギル駆除指針が掲載されている.

ブルーギル個体群の特性と生態系への影響では,ブ
ルーギルの個体群構造,食物関係,捕食関係,他種と

の種間関係,繁殖生態,遺伝的多様性について,新 し

い知見が報告されている.と くに,ほぼ全都道府県にわ

たるブルーギルの遺伝的特性が解明されたことは意義深

い.ま た,琵琶湖や溜池における繁殖特性,と くに産卵

床形成場所の条件や個体ごとの繁殖履歴が解明されたこ

とは,駆除技術の進展に役立つものである.地域におけ

るブルーギルの生態と駆除技術では,琵琶湖や霞ケ浦を

はじめとしたブルーギル生息地での生態と,新 しい駆除

技術が報告されている.こ のほか,こ れまでの外来魚研

究ではあまりなかった試みであるが,ブルーギルが生態

系に与える影響や数理シミュレーションによる駆除への

展望について,数理解析の立場から報告している.

駆除技術については報告書の末尾と,一般向けに書か

れた「ブルーギル駆除マニュアル」で紹介している.詳

細についてはこれらを読んでいただきたいが,駆除にあ

たっては,ま ず水抜きができる水域とできない水域に分

け,水抜きができればそれを優先する.水抜きができな

い場合には,3つの段階を考える.ブルーギルが高密度

で生息する第 1段階では,電気シヨッカーボートのほか

釣り,カ ゴ網,投網,底曳網などを用いれば,多 くのブ

ルーギルを捕獲できる.と くに電気シヨッカーボートは,

国内ではまだ2台導入されただけであるが,今後の外来

魚対策に有効であることが明らかになった.ま た滋賀県

水産試験場が開発した,上部を黒色シートでおおった遮

光型カゴ網と1艘のボートで藻の間などを引く小型ビー

ムトロール網は捕獲効率が高い.繁殖期には,長野県水

産試験場が開発 したバス用の小型三枚網や産卵場全体

を囲む巻網を用いて,ブルーギルの親魚を捕獲すると,

その仔稚魚の出現を抑制することができる.

駆除の第2段階とは,個体数が減少してきた場合であ

る.こ こでは,第 1段階で用いた方法のうち個体数が減

少しても効率の高いものを継続して行うとともに,産卵

時における繁殖抑制に重点をおく.親魚や稚魚の捕獲と

ともに,ブルーギルの卵,仔稚魚を捕食するウグイ,オ

イカワ,モロコなどを生態系に配慮しつつ放流する.こ

こでブラックバスが生息する場合には,ブラックバスを

も駆除することと,ブラックバスに捕食されない大きさ

の在来魚を放流することが必要である.こ のほか,中央

水産研究所が開発した自動捕獲器ギルジゴクにナマズを

入れておき,その中に侵入したブルーギルを自動的に捕

食させるなど,労力をかける必要のない自動 トラップを

設置することも効果的である.

駆除の最終段階では,ブルーギルの個体数は相当減少

しているが,放っておくと繁殖に成功して個体数は元ヘ

戻つてしまう.こ こでは1尾のブルーギルも繁殖しない

ように,繁殖期の少し前から親魚の捕獲を行い,繁殖抑

制をはかる。在来魚の利用や自動 トラップも併用する.

ブラックバスがいなければ,多 くの在来魚がいることに

よってブルーギルの繁殖は抑制される (本報告書参照).
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したがって,在来魚の自然繁殖を促進させたり,かつて

生息 していたが現在は絶滅 した種を放流 したりして,そ
の水域に元々見られた魚類群集を復元することが必要で

ある.外来魚を減らしただけで放置すると,必ず元の個

体数レベルまで戻ってしまうからである.最終的には,

労力をかけなくてもブルーギルが低密度に抑制されるか

絶滅することをめざす .

ここで紹介 した報告書と駆除マニュアルの送付希望者

は筆者まで連絡されたい.た だし, ブルーギル駆除マ

ニュアルについては余部がないので,コ ピーを送付する.

引用文献

片野 修.全国内水面漁業協同組合連合会。2007.ブ ルーギル

駆除マニュアル。水産庁 0全国内水面漁業協同組合連合会,

東京。14 pp.
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ロヨ。 302 pp.

(片 野 修 Osamu Katano:〒 386-0031長 野県上田

市小牧 1088 水産総合研究センター中央水産研究所
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カルタヘナ法の規制対象となる遺伝子組換え観賞魚

2004年 2月 に,遺伝子組換え生物等の国境を越える移

動を規制した「生物の多様性に関する条約のバイオセー

フテイに関するカルタヘナ議定書」が日本において発効

し,同時に,カ ルタヘナ議定書の国内担保法として「遺

伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性

の確保に関する法律 (以 下, カルタヘナ法)」 が施行さ

れた.カ ルタヘナ法では,環境中で使用等 (栽培,飼
育,保管,運搬など)さ れる可能性がある遺伝子組換え

生物等について,その使用等に際し生物多様性への影響

を評価し,主務大臣の承認を得なければならないことに

なっている.こ れまで,観賞魚を含め遺伝子組換え魚類

の使用等が承認された例はなく,飼育は勿論,流通・販

売することはできない.なお,カ ルタヘナ法の詳細につ

いては,環境省のバイオセーフテイクリアリングハウス

のホームページ (http://ww‐ bchobiodic.gojp/bch_1.html)

を,ま た,遺伝子組換え魚類の安全性や問題″点などにつ

いては青木(2006)や 名古屋(2006)の 総説を参照されたい.

環境省及び農林水産省は2006年 1月 に「光るメダカ」

として観賞用に開発された遺伝子組換えメダカ (販売名

「ナイトパール」)がカルタヘナ法に基づく承認を得ずに

輸入され,国内で販売されていたことを確認し,同年2

月には販売した小売店等で遺伝子組換えメダカの回収を

図 1.遺伝子組換え観賞魚.A:国 内で販売されていた

遺伝子組換 えゼブラダニオ ;B:GloFish,Yorktown
Tcchnologies社提供 .

行なっていることを発表 した [本件の詳細は環境省の報

道発表資料のホームページ (http://www.erttgo.jp/press/

index.php)を 参照されたい].さ らに,環境省は2007年 2

月に赤 く光るゼブラダニオとして観賞用に開発 された

遺伝子組換えゼブラダニオ (販売名「レッドゼブラダニ

オ」など,図 lA)が本法に基づく承認を得ずに輸入され,

国内で販売されたことを確認 し,同年4月 に販売等を

行った業者に対 して同法に基づ く報告徴収と文書による

指導を行ったと発表 した 体件の詳細は前出の環境省の

報道発表資料のホームページを参照されたい).

このように未承認の遺伝子組換え観賞魚の流通が繰 り

返される背景として,国外で販売されている遺伝子組換

え観賞魚についての情報を卸売業者や小売店,消費者

などの利用関係者力寸巴握 しにくく,従来の選抜・育種や

着色等 と誤解されやすいことが挙げられている.そ こで

今回,文献やインターネットなどにより科学的知見を

比較検討 したところ,ア メリカ合衆国と台湾では海産無

脊椎動物由来の蛍光タンパク質遺伝子を組み込んだ観賞

魚が大量に販売されていることが確認された.こ れらは

ブラックライトで照らすと著 しい蛍光色を発するととも

に,自 然光下でも導入遺伝子の色に応 じて原種 とは違っ

た色彩を呈する.本稿では,遺伝子組換え観賞魚の違

法使用の防止を目的として,現在の国外での主流商品で

あるGloFishと TKシ リーズ (TK… 1,TK… 2,TK‥3)の特徴や

流通実態などを解説する.こ れらの商品は,いずれもカ

ルタヘナ法の承認なしに国内での使用等 (栽培,飼育 ,

保管,運搬など)は禁じられているので注意されたい.

GloFish

ゼブラダニオDακJθ ″rjθ に,オ ワンクラゲИθ9αθκα

ソJcわrJα やサンゴの一種 Dおεθsθ

“
α sp.に 由来する蛍光 タ
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表 1.ア メリカ合衆国と台湾で開発されている遺伝子組換え観賞魚

販売名 原 種 導入遺伝子 色彩 開発社

GloFish

TK-1

TK-2

TK-3

GFR Iご「P Or EGFP

GFR RFP or GFP&MP

GFPor MP

GFP&F『 P

緑色,赤色,オ レンジ色のいずれかの蛍光色を

発し,体側に金色の縦条をもつ
.

緑色と赤色のいずれか,あるいは両方の蛍光色

を発する。背部に金属光沢をもつ個体もある.

緑色と赤色のいずれかの蛍光色を発する.体側

に金色や黒色の縦条または斑点をもつか,体佃1

の色素を欠く.

緑色と赤色の蛍光色を発し,体佃1に 金色の縦条

をもつ.

AZ00社 およびYorktown Tcchnologies社 のホームページの情報に基づいて作成 した.

原種 :a,ゼブラダニオDακJθ κrJθ ;b,メ ダカθ7zJαsル″ω

導入遺伝子 :GFR Green■uorescent protein(オ ワンクラゲИθ9%θ″αソJεわrJα 由来の緑色蛍光蛋白質);
EGFR Enhanced green■uorescent protein(GFPの 改変型);
Ⅲ覗 Red iuorescent protein(サ ンゴの一種Dおθθsθ

“
α sp.由来の赤色蛍光蛋白質)

開発社 :■ TalkOng社 ;x Yorktown Technologies社

ンパク質遺伝子を組み込んだもので,赤 ,オ レンジ,緑
のいずれかの蛍光色を発する (図 lB,表 1).蛍光色を

発するという特徴以外は温度耐性,繁殖生態,成長率 ,

他魚種からの捕食のされ方,寿命などのすべての点で原

種と同じで,GloFish同 士で容易に繁殖し,世代交代も

繰 り返すとされる (COrtemeglia and Beitinget 2006).原

種のゼブラダニオは沖縄島のダム湖での定着が確認され

ており (立原ほか,2002),GloFishも 琉球列島や小笠原

諸島などの亜熱帯地域に導入すれば定着するおそれがあ

る.

本品種はアメリカのYorktown Technologies社 (ホ ーム

ページ :httpノ/ww.glo■ shoco耐)の特許商品で,2004年

に販売が開始された.こ の商品はUoS.Food&Drug Ad中

ministrationの 厳正な審査を受け生産・販売の許可が下

りた.許可を所有している企業のみが生産でき,それら

の生産個体がカリフォルニア州を除くアメリカ合衆国全

土の小売店や提携企業のホームページで販売されてい

る.ただし,小売店や個人が繁殖させた個体を勝手に販

売することは違法行為である.設定されている小売価格

は1尾約5ド ルとされるが,小売店によって多少の変動

がある.オーストラリア,カ ナダ, ヨーロッパなどでは
,

Yorktown Technologies社 がGloFishを 販売できるように意

見書を提出しているとされるが,判定が正式には下りて

おらず,流通・販売が禁止されている.

TKシ リーズ (TK-1,TK-2,TK‐ 3)

メダカθ7zJαsル″
“

またはゼブラダニオの改良品種

に,オ ワンクラゲやサンゴの一種に由来する蛍光タンパ

ク質遺伝子を組み込んだもので,赤色系 と緑色系のいず

れか,ま たは両方の蛍光色を発する (表 1).不妊処理に

より次世代は繁殖できないとされているが,すべての個

体が不妊化されているかは明示されておらず,懸念を示

す専門家もいる.

実際の開発者は台湾大学のHuai― Jen Tsai氏 らであるが

(Tsai,2003),台 湾最大手の観賞魚生産会社である

Taikong社 が開発に協力し,AZ00社 (ホ ームページ :

http:〃wⅥ税azooocOm.師 /)が販売等を担当している.TK¨

1は 2001年 頃に開発され,台湾では2003年 に量産販売

が開始された.TK-2は 2004年 3月 に発表された.台湾

での販売価格はいずれも1尾約59元からである.台湾の

ほか,アジア圏数力国で販売されているが, ヨーロッパ

諸国やアメリカ合衆国,カ ナダなどでは販売が許可され

ていない.TK‐ 1と TK‐2を合わせて, アジア6カ 国で年

間百万尾を販売し,販路を拡大しつつあるとの情報が

ある (BTJジ ヤーナルのホームページ :http://biotech.

nikkeibp.cojp/bttn/).TK-3については現時点では流通し

ていないが,Taikong社 によれば,「 インターネット上で

消費者の好みの色を選び,一つしかない特注の魚を配送

することが可能になる」 とされている.

なお,環境省が2006年 に回収 した遺伝子組換えメダ

カは輸入販売経路からTK-1と 判断された.ま た,2007

年に回収 した遺伝子組換えゼブラダニオ (図 lA)は イン

ドネシアから持ち込まれたものだが,色彩の特徴が TK…

2と 類似 している.

上記のGloFishや TKシ リーズのほかに,遺伝子組換え

ゼブラダニオによく似ているものとして,台湾や香港で

はゼブラダニオの改良品種に着色 したとされる観賞魚

(図 2)が販売されている.こ のゼブラダニオは,ブラッ

クライトで照らしても蛍光色を発せず,自 然光下では骨

格や鰭まで色素で染まっているなどの外見的特徴から,

遺伝子組換えゼブラダニオと判別することが可能であ
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図2.台湾で販売されている着色されたと思われるゼブ

ラダニオ.

る.遺伝子組換えがなされていない着色ゼブラダニオの

流通・販売には法的問題はないが,仕入れ時に遺伝子

組換えゼブラダニオとの判別がきわめて難しく,現在 ,

国内の多くの流通業者が販売を自粛している.
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編集委員会からのお知らせ

滋 ″″10gtCα J Rωι郷磁,“Instruc■ ons to authors"の 改訂

「魚類学雑誌投稿規定」 (2007年 3月 9日 改訂)では,

本学会の定める「研究材料として魚類を使用する際のガ

イドライン」の趣旨に反した論文は掲載しない場合があ

る旨,明記されています.た滋りοわ」εαJ Rωθακ乃54(3)

掲載の“Instrllctions to authors"に おいて,同様の内容が新

たに付記されました.英文誌の原稿においても「ガイド

ライン」の遵守をお心がけお願いします.

魚類学雑誌「引用文献」におけるWebベージの書き方

webページの内容は頻々と更新され,年の表記のみで

は掲載内容の同一性が保証されません.そ こで,「 参照

日付」を付記して頂くことにいたしました.「更新日付」

ではないのでご注意ください.

(現在)

環境省.1999。 レッドリス ト,汽水・淡水魚.環境省

ホームページ :

http://vⅦ nMelⅣ :gojp./nature/redlistS/red4.html.

(新 )

環境省。1999。 レッドリス ト,汽水・淡水魚.環境省

ホームページ :

http://www.envgoojp./nature/redlistS/red4.html(参 照

1999-12-27).

2008年発行の55巻から (新)のスタイルに移行します.

スタイルの統一にご協力お願いします.

訂正とお詫び

魚類学雑誌54(1),103ペ ージ,「 日本産魚類の差別的

標準和名の改名最終勧告 (つづき)」 の表に誤りがありま

す.「 目・亜目」の欄のもっとも上の囲みをご覧くださ

い.

(誤 )Antemarioideiイ ザリウオ亜目→ カエルアンコウ

亜目

(正 )Ceratioideiチ ヨウチンアンコウ亜目

以上,訂正 し,お詫び申し上げます .


